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　ブルミhAウムに近い程硬く，銅または亜鉛のような重金

　闘％よび珪素を多く含有するもe・）はやや軟ぐ耐摩耗性は，

　幾分劣るがヂ逆に屈擁性は良好となる。炭酸ナトリウム．
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　電子廻折法で見ると2S，61Sのような合金では酸化膜

　め獲達鰻認め・られ・52S・56　Sのようtl・’rグネシウムの　　　，、
　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

畠纂難鴛灘鑛輝驚灘琴難、

諜灘鍵灘瀦嚢1あゼl
　　　　　　h　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　♂

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　ヘ
　　　－　　　　　　　　　　　　‘　　　　　　　　　．　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　リ

。　、．．v、　　tノ　　、1ノ．，、L旨、∴、憲宴三



鞍導郵蓉第魏：；・　；°・ン陥灯∵冥・∴：＼’蛍1’、∵∵』：1∴，∴堀こ1げぞ

瓢．以上の蘇を翻すると，アル・sウ姶金磁齪
：：b　i“法としてはアル貿噛燐酉婁アル・一ル法が特にすぐ’

∵　　　れているが，實施上種々の難問題に遭遇する．船舶，車

’　　輌，橋梁等の構造材料として規模の大きなものに利用す

　　　　る場合．》ルマイIJ法は経費の馳落よぴ技術上の問題で

　　　　もなかなか困難でありジJF較的實用可能な燐酸アルコー

　　　　ル法すら，これが浸漬，洗源操作等を考慮する時大規膜

　　　　なものへの鷹用は幾多の困難をともなう．これらの敏黙

　　　　を補うteめ，　Et。h－Pr二merまたはWasb・Primerのより

　　　　な特殊下塗塗料が出現しkわけである・

　　　　蕪磯鞠肇驚著寒灘難郵

　　　　藥品によつてアル｛ニゥ槍金と化輯鷹を起すと購

　　　　に，表面を保護塗膜で被うように工夫しオこ特殊のプライ

　　　　xt　r一であ0これによつて下地威理をほどこし九場合と

　　　　同程度以上の効果をあげることができナ乙プライマー中

　　　　の活性成分は塗膜の附着性に効果を有し，しかも不瓦懸
　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　－
　　　　牲の被膜を合金表面に附與するものでなければならぬ・

1一　瀬の研究により灘齢として灘まナ・雌個麟1
　　・　酸との組合せ゜のようなものが豫i想されるか，型録に例示．

ボ瓢瓢∵繋㌃鷺1箋
　　　　礎實験として燐酸アルコ・・一ルを含有するポリ酢酸ビニル

　　　　繍驚嚢海課濃農導寛轡至

　　　　合金は表面を清潭にし7e後t47iS！：エジチ・プライマF

　　　　講離灘灘際論議竪男賑

　　　　の時の粘稠度はユヅチ・，プ2イマーを剛毛塗で使用する

v　iのに適當である．合金2S，61S，52＄，5δSおよび995％

　　　　Al’　1こ5～109／血2の塗奮量で励毛塗し1室温で48盈72

「’

@が認められない．しかし同一嚇酸含有量について比較

・｝ @　　すると）一，52S，56Sの場合の方が2S・61Sに比較して良
》“

轟却、。：’1∴　、る，…．．＿、　．．　．・・

　好な傾向を示す．52S，，56SめようにMgの多い毎金で　　‘

”　は0．〕彪％程度で屯或程度エヅチ・プライマーの効果が

　表冠ているものと考えられる．　　＼

　　酢酸ビニル・メタクリ！し酸共重合系ヴィヒクルの場合

　は，Xk記ボリ酢酸ビニルの場合と異なり燐酸アル＝一ル

　　を添加すると白濁する．これはヴィヒクルが燐酸の添加

　　によつて盤析を生じた結果であろう．館6表における

　VM2～3とV1～3を身較すると前者ははるかに悪い傾向

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌧　　を示している．

　　　　　　　　　　　第　6　表　　’
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　　　12s趨1：｝1耳壽壽壽、

　　　　　　　VlO．12良可可可・
　　　鐸　v…　16優　優　良　ft　’
　　　　　　VM2　　016　　可　　　可　　　可　　　可

　　　　　　　V10．12良良良良
　　　523　’V2　。．16　良・良　良　可
　　　　　　VM2　　0．15　　可　　　良　　　’可　　・可

　　　5・s1．／r，　i・lii　l鰻髭・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　イ

　　99・Al血：：1喜震嘉島

　　’註1；y　SsよびVMはそれぞれ求リ酢酸ビニル，酢酸ビニル・メタク

　　ル馨繊灘蕪ば、％鰍申で，ケ月間行蠣購。．

，建欝驚藩｛縷ll∵

　　・1～7％まで攣更させk時の影響を穣討した・含金52S

　　に燐酸含有量約1～7％のエッチ：一プライ’r・・一を塗布し　、

　　これにジソク加メート・フタル酸樹脂系塗料を塗り・

　　に稀羅し，これに燐酸アルコみルを添加し，最後匹アル

　　ゴールと稀羅謝との混合液（1：3）で却めのヴィヒクル

　　　　　　　　㌧　　　　　　　　ノ　；1　15／　。1
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の量が20％になるように稀鯉した．ヴィヒクルどLて

用いたポリ酢酸ピニLの重合度は約800であり．アノLコ

ールとしてはブタノールを使用した．燐配含有量がこの

範園のものでは，描書試瞼に樹しては燐酸が塒加する程

良好な傾向を示し廿較的塗膜の展伸性か要求さオ．ゐエ

リキセン試瞼では燐酸の塀加鋤・えつて悪影響をおよぼ

した．

　市販の燐酸はすでに幾分の水分を含有しているが，ボ

　　　　　第　8　表　　　　　　　　　リ酢酸ビニノし系ウ．イ

ン験セL試

瀬描湘水讐
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不可

tt

1．5
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1：1二

　〇．45

良優優良

「一

可良良優

30

1

o．oo

O．30

060

0．90

　　1

良良良良
良良

良

ヒ．クノLに燐酸を添加

ずると同時に水をも

加え，燐1襲のイtソ

化の壇力llVJIアILミ＝

ウム台金の塗・装にど

んな影響を輿えるか

を楡1コした．種kの

燐酸の含有量に罫L．

て同蒔に：水の冷脊量

を≠蛍化させ，．ヒ：z

同臨な塗装試蹴を行

つた，二の暁今ア几

コールとLてはメ9

ノールを使用し・fit．

縣

生産研究
sczaの場麟酸含糧1～4．・，；の範園でi±、kの影響編、

なりよく認められ，特に燐酸2～3％の附近で効果的で

ある．さらに燐酸の含有量の適否を決建するため，ホリ

ビ＝ルプチラール樹．脂をヴィヒクルに使用し燐酸量を

0～4Pllにして；L・…チ・ブ．ラィマーを作成し，合金56S

に塗搬．下tt’・上塗塗装を施し，塗装面を18ケ月野天

に囎してお吋・・こ螺露し．た塗装面二eqし禮試瞼

およびエリキセン試瞼を行つた．その結果は第9表およ

び第正圖のようになる．二の結果から明かなように燐酸

の星：は2～30u’が最適であることが判明した．ヴ’イヒク

ルに使用する含成樹脂としてポリ酢it　L“　＝　」L，ボリビニ

ルブチラー・L樹．脂を野講として研究を行つた結果，短時

日使用しデ場合ポ晒蕨ビ＝・レ，ボリビニルブチラ＿

ルは・斯二好結果を與え大した差が認められなかつた．こ

れら一’：種類の樹脂よりなるヴィヒク几に燐酸を添加して

作．成されたニッチ・
　　　　　　　　　　　　　　　第10表
プライマーを合金

56Sに塗装し，その

．ヒカ・らジソククr．コS

一ト・フタル酸樹脂

塗料を2　iaj，ネ才七

’しパ（ア　・Lキ・・ド墨

態’tラミソ樹脂，；

魏擦圃・・雇．・1，…

・・． |．「 N．・1。i1・II：・

：6 Dボ1醐ヒ．L「」 c＼Io．△

　己［・　厨撃試鹸直ヱn瓢を涌尉．二t．

　ili．2・　菊撃，描爵試瞼ばs’，LS．．．．，◎の

．順仁良好Ll．程斐を表わ．‘，
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費
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　　　　　第9．表

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

職研荊一．瓢ガ㌔’
1旨

箔

島

一翌．：L

獣

　ナi

燐酸o唱t。

　　1％．

　　2％

　　3％
　－

　　4％

A

△

△◎◎O

　　　描欝試験は10跳を講瓢」す．

　　　　1　
1∫　　キ　 セ　 ン　 試監　iよ　　 X　 p　　

△
r　　 O F　　

◎
の順に良好の程度を喪わす．

描豊およびエリキセ／試瞼の結果

は第8表に示すようになる．措書

Ne．1

No．24　＝　1」　キ・セン季吉珂芝

No；26ニリキセン結果

No，5

No・24描畳試瞼

　　　　No，26描盤試瞼

第　2　圖

　No，7　　　　　　No．8

第1圓　エリキセン試験結果

No，9

柑

No．10

14
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第4雀　　第2號

トロセルローズを主威分とするハイソリッド・ラッカー）

を1圓塗装した面を屋外に18ケ月曝露しこれに画撃試

齢・描蜜試瞼，エリキセソ試瞼を行つた結果は第10表

S．／よぴ第2圖である．この結果によると，ポリ酢酸ビニ

ルを使用しtcものは長期聞の曝露の結果塗膜が脆化し，

箸管性が極端に劣化するのに反し，ポリビ；ルブチラe

ル系のものは長期間㊧使用に吃耐える．二とが到明しtt・

　以上の實鹸結果からエッチ・プライマーとしてわれわ

ilが操用した配含例を示すと吹のようである．

一…・・
olll三総1

　　　　　　　醐馴勢騨

　使用直前，透明塗料および活性稀緯剤を混合す・

　E．P．　No．2　　tt　pム酸　　　　　　　　　　．0．5

　　　　　　　水　　　　　　　　　　　1・
　　　　　　　燐酸　（85％）　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　ア七i・ソ　　　　　　　　　　1D

．　　　　　ボリビニルブチラール樹脂10

　　　　　　　1甦性アルコーIL　　　　　　63

　　　　　　　ブチルアルコール　　　　14．5

　　第2例は一激＿して使用するものである．

　5，アルミ＝ウム合金用塗料の活用

5

17

58

3

17

　前項までの研究によりアルミニウム合金の特殊下塗塗

料ヒLてのエt・1チ・ブラィrt－Jおよびジソククロメ＿

ト系塗料のL匡越し．た性状が判田1したので，目下艦舶，橋

琳車輪建築物のア・・ミニウム合金｛吏用部分に活用さ

れ、多大の蘇をあげている・第3圖1諏桁繰機に使

1234

アルミsウム合金の地肌面
工．tチ・プライマー塗装’ii

ジンククロメート・フタル酸系塗装面

アルミニウム・ペイント塗装面

　　　　第　3　圖
用した200mmチャソ木ル材（材質14S・．T6）にエッチ

プライマーJジyククロメート・ブライマー，アルミニ

ウムベイソ1・．の三段塗装をほど二したものであり，第4

画はアルミニウム製ライブボート（幡貴造婚所製作）にエ

ッチプライマーおよびジソククローム・フPt　，L　Ut系上塗

塗装をほどこしttものでいずれも富着性および耐蝕性の

　　　　　　．
砿だ優秀なことが惚められている，

51

　　　　　　　　　第　4　圖

　これらの塗料はアルミ；ウム合金の塗装研究の成果と

して得られtEものであるが，箪にアルミニウム合金の領

域に止まらず，鐵板，眞鍮板，亜錯メツキ鋼板の塗装に

も活用され．，この領域においてもその卓越性が立謹され

ノこ．（第11表）

　　　　　　　　　　第11表　　　．

村　　質
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EP．No．1：Z℃．P．
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E．P、．No．2　　一

描
エセ撃鹸衡試

層三

敷］t

註2．

IAmilac

F浄．

ena]el

Amiiac

l・

．ラヅカ闇I

Iラ”・カーP

　三

6　　　2
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8　　　6

10　　　　8

4　　　　0

10　　　8
10　　　6
10　　　10

砦　古
5　　m
8　　　m
4　　　ユ0

9　　　1e

EP．No．LE．P．No．2は前遠の二種の1・チブライ▼一・．

酸3．　　　　　　Lリキヒ，、　擁匿試験iま、、t’オLも　10　跳を瀟馳』．夕・

　：の結果がら明かなようにアルミニウム合金以外の金

閣の表面塗装を行う場合にも，エッチブラィマーおよび．

ジソククロメート’ n塗料は有効である二とがわかる．眞

鍮の場合に二は他と異なつナこ塗装系一．．工・yチフ．ライマーを

塗布し，すぐその上から上塗塗料をかげる一が最もよ

い結果を示したがpアルミ．ニウム以外の金麗に封して塗

装を行う場合，このような璽化は當然豫期し得る，

z．c．P．；ジ♪ククPメー1系ド塗塗料．

F．T．　primer：7タ’し酸欄旨豚系瞳塗料・

AmilaC：　t　ラ　ミ　ン樹月旨系塗料．

　6、　あ　とがぎ

おれわれの研究によりアルミ；ウム合金の塗装には

1．エッチプライマー．2．ジソククロメートフタール酸

樹脂弄…塗料．3・アルミ＝ウムベイソト〔またはメラミソ．

系塗料）の三段塗装が最も効果的であり，i・が國でも實

用段階に入つtcことは關係者一・同として喜びに耐えな

い．他金墨への懸用もさることながら，さらにわれわ托

の得た塗装系の改善に蓋力する家第である．終りに二の

研究は文部省科學試験研究費によつて行つたごとを附記

する。
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